
校訓「心ひとつに 明日を拓く」
教育目標「気づき、考え、行動する生徒の育成」

美郷町立美郷中学校
令和５年11月10日

文責：西鳥羽

＊本校ホームページ→

６日、冬期間に強い地震が発生し、更に火災
も起きたことを想定した避難訓練を実施しまし
た。火災の発生箇所や積雪により避難経路の変
更が余儀なくされることが予想されます。今回
は、このことを念頭に置いての訓練となりまし
た。生徒は、落ち着いて地震と火災の避難行動
を取りながら、「お・は・し・も」のルールを
守って冷静に避難することができました。訓練
を参観くださった美郷町役場住民生活課の○○
○○さんが、町の防災への取組やハザードマッ
プのこと、そして自宅周辺の危険箇所を確認す
ることなどをお話しくだ
さいました。さらに、生
徒全員に保存食で、その
まま、あるいは水やお湯
を加えるだけで食べられ
るリゾッタもいただきま
した。

8日に２年生を対象とした薬物
乱用防止教室を開催しました。
講師は、秋田県薬剤師会理事で
学校薬剤師の○○○○さんと、
大仙警察署少年係の○○○○さ
んでした。報道等では青少年の
薬物乱用が伝えられるなど、危
険性の高まりが感じられます。
○○○○さんからは、薬の歴史
や分類、治療目的以外での服用

が薬物の乱用にあたることなどが話されました。また、市販されているエナジードリンクの過剰
摂取による若者のカフェイン中毒死の事例が紹介されるなど、身近な所にも危険が潜んでいるこ
とが実感できました。○○○○さんからは、薬物乱用の現状と薬物使用を誘われても断る方法の
説明がありました。ポイントは、はっきりと断ることで、「いいです」「大丈夫です」といった曖
昧な言い方ではなく、「いりません」「やりません」「興味ありません」と明確に答えることだそ
うです。薬物が人体や社会に与える害について理解し、生涯を通じて禁止薬物に手を染めないと
する強い意志を培うことができました。

８日に秋田県教育
庁義務教育課の○○
○○管理主事、○○
○○指導主事、南教
育事務所の○○○○
指導主事をお迎えし
て、本校が取り組ん
でいる「『生徒指導の

実践上の視点』を生かした授業づくり」の様子
をご覧いただきました。２時間にわたる全学級
の授業参観後に、「生徒指導実践上の視点」で
ある「自己存在感の感受」「共感的な人間関係
の育成」「自己決定の場の提供」「安全・安心な
風土の醸成」を踏まえた授業になっているとの
感想や、生徒が全体の場で自分の考えを明確に
示すことができるような支援が必要なことなど
のご助言をいただきました。

前回の投票で決定し
なかった１年生副会長の決選投票が７日に行わ
れ、新生徒会役員が全て決定しました。
☆生徒会長 ○○○○
☆生徒会副会長 ○○○○ ○○○○

○○○○


